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はじめに 

 

昨今のインフラ分野においては、建設業界の高齢化及び少子化などに伴う入職者の減少に

よる将来の担い手不足、今後一斉に更新時期を迎えるインフラ施設の老朽化への対応、激甚

化・頻発化する自然災害への備えなど、多くの課題を抱えています。一方で、デジタル技術の

急速な進展により、建設産業での省力化、各種手続きやデータ閲覧時における利用者サービ

スの向上などが可能となり始めています。 

千葉市では、このような現状や課題に対応すべく、建設産業の生産性向上や利用者サービ

スの向上を目指し、ＩＣＴ活用工事の施行、遠隔臨場や情報共有システムの導入、申請手続きの

オンライン化などを個別に推進してきました。今後は官民が一体となってインフラ分野のデジ

タル化を促進していく必要があることから、個別で推進してきた取組施策が他分野へと水平

展開できるよう体系的に整理し、取組の概要やロードマップを示す「千葉市インフラ分野の

DX 推進プログラム」を策定し見える化することで、働きやすく魅力ある建設産業への変革と

市民の皆様の快適な生活環境の実現を目指します。 
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１ 策定の背景 

（１）デジタル技術の発展 

近年、ＡＩ（人工知能）、ＩｏＴ、ロボット、クラウドサービス、高速通信（５Ｇ）等のデジタル技

術の進展は目覚ましく、様々な分野での先端技術の活用が求められています。我が国が目

指すべき未来社会の姿として、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）が一

体となり、経済発展と社会的課題の解決を両立する社会を「Society5.0」としており、急

速に進展したデジタル技術をあらゆる産業や社会生活に取り入れ、格差なく、多様なニーズ

にきめ細やかに対応したモノやサービスを提供する「超スマート社会」の実現に向けた取り

組みが推進されています。 

 

 

 
※Society 5.0：人間が行っていた作業を AI やビッグデータ等のデジタル技術を活用することで生産性が向上し、建設産

業の課題解決が期待できる取組み 

出典：内閣府 HP「Society 5.0」（https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/society5_0-1.pdf） 

デジタル技術を活用した建設産業の課題を解決 

 

  

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/society5_0-1.pdf
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（2）社会経済情勢の変化 

 1)行政窓口のオンライン化 

少子高齢化の進展や生活時間の変化、働き方改革の進展により、窓口のみの申請受理で

は業務の効率化が図られないため、最新のデジタル技術を活用したオンライン化が求めら

れています。 

建設産業においても、デジタル技術を活用したオンライン申請等が普及してきています。 

 

【千葉市における人口構造の変化】            

 
出典：千葉市基本計画 

(https://www.city.chiba.jp/sogoseisaku/sogoseisaku/kikaku/sougoukeikaku/documents/kihonkeikaku_honpen.pdf） 

【課題解決につながる社会的な変化】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：千葉市行政デジタル化推進指針【概要版】 

（https://www.city.chiba.jp/somu/joho/kaikaku/documents/digital_compass_outline.pdf） 

【今後の課題】 

・持続的に質の高い 

行政サービスの提供 

・多様なニーズに応じた 

行政サービスの提供 

・有事の際にも安定的な 

行政サービスの提供 

デジタル技術の 
活用 

市役所業務の更なる効率化・高度化の実現 

デジタル技術の進展

https://www.city.chiba.jp/sogoseisaku/sogoseisaku/kikaku/sougoukeikaku/documents/kihonkeikaku_honpen.pdf
https://www.city.chiba.jp/somu/joho/kaikaku/documents/digital_compass_outline.pdf


 

-4- 

2)激甚化・頻発化する自然災害 

気候変動の影響等により、毎年のように大規模な自然災害が発生しており、本市におい

ても、東日本大震災による液状化、令和元年９～１０月の台風や大雨、令和５年９月の台風な

どの影響により、インフラ施設に甚大な被害が発生しています。 

今後想定される首都直下型地震等の大規模災害に安全かつ迅速に対応していくために

も、安全な場所からスムーズな現場確認が可能なドローンの活用などデジタル技術の導入

が不可欠となっています。 

 

   
東日本大震災                          東日本大震災 

液状化による歩道の隆起・沈下（美浜区）      液状化により舗装の亀裂から大量の噴砂（美浜区） 

   
令和元年９月台風１５号                      令和元年１０月大雨 

屋根が破損した屋内運動場(稲浜小学校、美浜区)             土砂災害現場(緑区) 

 
令和５年９月台風 

道路冠水現場(中央区) 

本市における近年の自然災害による被害状況 

最大瞬間風速：57.5m/s（美浜区） 24 時間総降水量：329mm（緑区） 

累計雨量：412.5mm（中央区） 



 

-5- 

（3）建設産業の現状 

 1)将来の担い手不足 

少子高齢化や人口減少が著しく進行する中、公共インフラ分野を支える建設産業におい

ては特に、「担い手不足」、「長時間労働」などといった課題を抱えています。建設産業は「社

会資本の整備の担い手」であると同時に、社会の安全・安心の確保に必要不可欠な「地域の

守り手」としての重要な役割を担っており、そのような建設産業を維持していくためにも、

更なる生産性の向上や働き方改革の取組の強化が必要となっています。 

 

 

技能者等の推移               建設業就業者の高齢化の進行 
出典：国土交通省 HP「改正建設業法について～改正建設業法による価格転嫁・ICT 活用・技術者専任合理化を中心に～」 

（https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/content/001855436.pdf） 

 

 

各産業の実労働時間の実態 
出典：国土交通省 HP「改正建設業法について～改正建設業法による価格転嫁・ICT 活用・技術者専任合理化を中心に～」 

（https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/content/001855436.pdf） 

  

https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/content/001855436.pdf
https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/content/001855436.pdf
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2)建設現場の生産性向上 

インターネットやソフトウエアなどの急速な技術革新により、建設現場に行かずとも状況

が確認できる遠隔臨場の導入や非接触・非対面で書類等の確認ができる情報共有システム

の活用、測量・設計から維持管理までの建設事業全般における i-Construction の推進な

どが進み、建設現場の生産性向上が可能となってきました。 

 

 
 

   
 

出典：国土交通省「 i-Construction 推進コンソーシアム(第 3 回企画委員会)」資料 

（https://www.mlit.go.jp/tec/i-construction/pdf/01.3_kikaku_siryou1.pdf） 

国土交通省「 i-Construction の推進について」資料（https://www.mlit.go.jp/common/001170255.pdf） 

 

  

https://www.mlit.go.jp/tec/i-construction/pdf/01.3_kikaku_siryou1.pdf
https://www.mlit.go.jp/common/001170255.pdf


 

-7- 

3)インフラ施設の老朽化 

今後、大量の公共施設等が更新時期を迎えることから、計画的な維持管理や、施設の長

寿命化などの老朽化対策が必要となっています。 

また、公共施設等の老朽化に伴う更新等に係る経費は増大し、今後も管理施設数は増加

することから、従来の管理手法ではインフラ機能の維持が困難となりつつあります。 

 

 
※自然体の見込み：耐用年数経過時に単純更新した(自然体)の見込み 

1 年あたりのインフラ施設の平均必要額の経年推移（自然体の見込み：10 年ごと） 

 

 

 

1 年あたりのインフラ施設の平均必要額の経年推移（10 年ごと） 
出典：千葉市 HP「千葉市公共施設等総合管理計画」  

（https://www.city.chiba.jp/zaiseikyoku/shisan/shisan/kokyosisetu_to_sogokanrikeikaku.html） 

 

  

インフラメンテナンスに関する DX を活用し、更なる促進を目指す 

https://www.city.chiba.jp/zaiseikyoku/shisan/shisan/kokyosisetu_to_sogokanrikeikaku.html
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2 プログラムの位置づけと対象期間 

（１）プログラムの位置づけ 

本プログラムは、総合計画（基本構想、基本計画、実施計画）や本市全体で行政デジタル化

を進めるための分野横断的な指針として策定された「千葉市行政デジタル化推進指針」と

整合を図りつつ、インフラ分野のＤＸ推進に向けた方向性や具体的な取り組み内容を明示し

たプログラムとします。 

 
 

（2）対象期間 

対象期間は、第二次実施計画の最終年度に合わせて、令和７年度から令和１０年度の４年

間とします。 
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3  DX 推進の目的とプログラムの考え方 

（１）DX 推進の目的 

近年のデジタル技術の発展、社会情勢の変化、建設産業の現状といった背景を踏まえ、イ

ンフラ分野の DX 推進の目的は、次の通りとします。 

 

（２）プログラムの考え方 

本プログラムでは、目的の達成に向けて、インフラ分野の DX に関する取り組みの方向性

を設定し、各課が個別に推進している取組施策を方向性別に取りまとめ、取組の概要やロ

ードマップを示します。 

本プログラムを通じて、取組内容を庁内で共有することにより、類似業務への取り組みの

波及を目指すとともに、本市の取組を見える化することで、ＤＸの導入を促し、官民が一体

となったインフラ分野のデジタル化を目指します。 

 

４ ＤＸ推進に向けた取り組みの方向性 

目的を達成するために取り組むべき３つの方向性を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デジタル技術の積極的な導入により、本市建設産業における「生産性向上」と「働き
方改革」、市民サービスの「オンライン化」を推進し、働きやすく魅力ある建設産業へ
の変革と安全・安心な公共インフラを活かした快適な生活環境を実現する。

ＤＸの推進に向けた３つの方向性 

方向性１：建設産業のデジタル化 

 建設産業でのデジタル技術の導入により、

i-Construction を通じた建設現場におけ

る生産性向上を加速するとともに、安全性の

向上を実現します。 

方向性２：データの取得・活用 

 ドローンや AI など、最新のデジタル技術を

用いたインフラメンテナンスの効率化などを

実現するとともに、インフラ分野に係る様々

なデータの蓄積・連携により、インフラ分野の

“見える化”を促進します。 

方向性３：デジタルサービスでの提供 

 インフラ分野における利用申請のオンライ

ン化や工事等で取得したデータの標準化な

どのデジタル技術を導入することにより、利

用者目線にたった利便性の高い行政サービ

スを提供します。 

ex.ICT 建設機械による施工 ex.遠隔臨場 

ex.ドローンを用いた橋梁点検 ex.AI を用いた画像判定 

ex.オンライン申請 ex.インターネット上での情報閲覧 
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５ 取組施策 

３章で示した目的を達成するために推進していく施策を、４章で設定した３つの方向性別

に整理しました。 

 

（１）建設産業のデジタル化 

No. 分野 取組施策 実施状況 担当課 

1 

設計・施工 

情報共有システムの活用（土木工事）（建築工

事） 
拡充 

技術管理課 

建築管理課 

2 BIM／CIM の導入促進 新規 
技術管理課 

建築管理課 

3 

施工 

ICT 活用工事の促進 拡充 技術管理課 

4 遠隔臨場の活用（土木工事）（建築工事） 拡充 
技術管理課 

建築管理課 

5 納品・検査 電子納品 拡充 
技術管理課 

建築管理課 

 

（2）データの取得・活用 

No. 分野 取組施策 実施状況 担当課 

６ 

点検・調査 

ドローンやロボットカメラ等を活用した橋梁・

歩道橋点検 
拡充 土木保全課 

７ 車載カメラを活用した舗装点検 新規 土木保全課 

８ ドローンを活用した下水道施設の点検 検討中 下水道維持課 

９ マンホール蓋の効率的な維持管理 検討中 下水道整備課 

１０ 
埋設光ファイバーケーブル×衛星データを活

用した空洞化調査 
検討中 下水道整備課 

1１ 

防災・減災 

マンホールアンテナ（管路内水位の情報発信

装置）の設置 
新規 総合治水課 

1２ 管理河川における水位情報の取得 拡充 総合治水課 

1３ 

データの 

取得・蓄積・

連携 

統合型 GIS × 管理施設台帳の電子化・関連

部署との連携 
新規 農政課 

1４ 道路施設情報の地図データ化（GIS 化） 新規 
土木保全課 

公園管理課 

1５ 
下水道管路の管理における維持管理情報等を

起点としたマネジメントサイクルの確立 
検討中 下水道維持課 

1６ 
浄化センターの汚水処理工程におけるデジタ

ル技術を活用した温室効果ガス排出量の削減 
検討中 下水道施設建設課 

１７ 
被災建築物応急危険度判定支援システムの導

入 
新規 建築情報相談課 
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（3）デジタルサービスでの提供 

No. 分野 取組施策 実施状況 担当課 

1８ 

行 政 手 続 の

オンライン化 

千葉市総合評価落札方式運用支援システム 拡充 技術管理課 

1９ 
排水設備工事等に係る申請手続きのオンライ

ン化 
新規 下水道営業課 

２０ 
下水道の工事照会・臨時排水に係る手続きの

オンライン化 
検討中 下水道維持課 

2１ 標準化 ３D 都市モデルの整備・活用 新規 都市計画課 

2２ 
利用者・市民

への発信 

開発許可等情報ＷＥＢ閲覧システムの導入 新規 宅地課 

2３ 建築計画概要書 WEB 閲覧システムの導入 新規 建築情報相談課 

２４ 
キャッシュ 

レス化 
手数料納付のキャッシュレス化 新規 

土木管理課 

公園管理課・ 

公園緑地事務所 

 

 

■参考：既に導入している施策 

方向性 取組施策 担当課 

(１)建設産業のデジタル化 電子データによる工事検査 技術管理課 

（２）データの取得・活用 

統合型 GIS×道路台帳等・地番図データの管理 路政課 

統合型 GIS×下水道受益者負担金の賦課状況共有 下水道経理課 

統合型 GIS ×ハザードマップ 防災対策課 

統合型 GIS × 浸水実績図 危機管理課 

被害認定調査システム 防災対策課 

（３）デジタルサービスでの

提供 

建設リサイクル法に基づく届出（通知）の電子申請 技術管理課 

下水道事業受益者負担金制度に係る手続きのオンライ

ン化 
下水道経理課 

オンラインによる道路占用許可申請手続き（道路管理シ

ステム） 
土木管理課 

オンラインによる特殊車両通行申請手続き（自治体申請

システム）〔一部〕 
土木管理課 

千葉市地図情報システムによる都市計画情報等の公開 

都市計画課 

建築情報相談課 

路政課 

千葉市下水道台帳システムによる下水道施設平面図の

公開 
下水道維持課 

地下道冠水情報の公開 土木管理課 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な取組施策 
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（１）建設産業のデジタル化に係る取組施策 

No.１ 情報共有システムの活用（土木工事）（建築工事）  

【概要】 

・書類提出や整理等の単純な作業時間を短縮し、受発注者間での対面打合せや現場管理に費やす

時間の拡充を図る。 

・受発注者間のコミュニケーションの円滑化や建設生産システムの生産性向上を目指す。 

ポイント 受発注者の業務効率化として、工事書類に関する省力化・時間短縮に繫がる！ 

 

 
 

No.２ BIM/CIM の導入促進  

【概要】 

・建設事業で取扱う情報をデジタル化することにより、調査・測量・設計・施工・維持管理等の建設事

業の各段階に携わる受発注者のデータ活用・共有を容易にし、建設事業全体における一連の建設

生産・管理システムの効率化を図る。 

ポイント ３次元モデル等を後工程へ引継ぐことで、建設生産・管理システムを効率化！ 

 

 

                      

      

・    の  
       、  ・  の    

・    の  

        共  ス  
  ラ   

   

・    の  

  

    

    

    

    

Before       After    

BIM/CIM

維持管理

監督 検査

 工

調査 測量
   

地元説 
関係者協 

積算   の共  

 工

  

調査

  共 できない
２次元図面では
理解力に差が 生
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No.３ ICT 活用工事の促進  

【概要】 

・地域の守り手である建設業の担い手確保に対応するため、建設工事に ICT を導入し、建設現場に

おける生産性の向上を図る。 

・ICT 活用工事を普及させるため、試行要領の見直しや現場研修会の開催等を積極的に行う。 

ポイント 作業効率が上がるほか、施工は機械に任せることで事故防止にも繫がる！ 

 

 

 

No.４ 遠隔臨場の活用（土木工事）（建築工事）  

【概要】 

・遠隔臨場の活用によりインフラ分野のＤＸを推進し、移動時間の軽減や立会の待ち時間の軽減と

なり、受発注者の建設現場の働き方改革、生産性の向上を図る。 

ポイント 移動時間、待機時間の削減による受発注者の作業効率化が図れる！ 

 

 

 

④  ③施 ②設計①測量

3次元データをPC
により  

丁張り省略、ICT
建機による施 

3次元モデルから
数量を自動算出

 ローン による
3次元測量

④  ③施 ②設計①測量

書類による  
丁張り設置、手動
での機械施 

設計図から施 
数量を算出

機器を設置・撤去
しながら測定

Before       After    
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No.５ 電子納品  

【概要】 

・情報共有の迅速化及び検索の高度化を図るため、オンライン電子納品システムを導入する。 

ポイント 
電子成果品のデータ検索・提供に要する作業時間が減少するほか、いままで保管し

ていた電子媒体の省スペース化にも繋がる！ 

 

 

 

  

Before       After    

出典：報道 表資料「オ    電子納品」 試    しま  https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo08_hh_000538.html 
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（2）データの取得・活用に係る取組施策 

No.６ ドローンやロボットカメラ等を活用した橋梁・歩道橋点検  

【概要】 

・定期点検は近接目視を基本としているが、構造上近接目視が不可能なものがある。 

・ドローンやロボットカメラ等を活用することで、点検時間の短縮による効率化を図るとともに、近

接目視と同程度の点検可能範囲の拡大が可能となる。 

ポイント 点検の効率化及び近接点検可能範囲の拡大を実現！ 

 

 

 

No.７ 車載カメラを活用した舗装点検  

【概要】 

・通常は職員によるパトロール等により、道路の損傷を把握しているが、車載カメラを用いて収集し

た路面のデータを、AI による画像解析により損傷箇所を抽出し、舗装の損傷状況を把握する。 

ポイント 路面の状態についてリアルタイムに近い形で把握！ 

 

 

 

Before       After    

ド   橋梁点検車近接 視点検 ド     よ 点検

Before       After    

職員 よ パト   
又は

 民から  報

カメ 搭載 カメ  像 
   解析

解析結果 よ 
道路損傷状況 可視 

道路損傷  道路補修
道路補修



 

-16- 

 

No.８ ドローンを活用した下水道施設の点検  

【概要】 

・水陸両用ドローンを活用し、異なる環境下の管きょ（開きょ１か所、暗きょ２か所（水あり・なし））及

び水門におけるコンクリートのひび割れや剥離等を撮影し、劣化状況等の評価を行う。 

・開きょについては、携帯電話網を活用し、将来的にリモート操縦が可能かどうかを検証する。 

ポイント これまで十分な点検ができなかった箇所の点検が可能になる！ 

 

 

 

No.９ マンホール蓋の効率的な維持管理  

【概要】 

・保有する約１２万基以上のマンホール蓋の調査に多くの時間とコストがかかっている。 

・マンホール蓋の効率的な調査を行うため、モービルマッピングシステム（MMS 車両）を活用し、収

集したマンホール蓋の画像を基に、AI 解析を行い、更新対象のマンホール蓋を判別することでコ

ストを縮減し、調査の効率化を図る。 

ポイント 調査費の縮減や調査結果のデータ化等、調査の効率化が可能になる！ 

 

 

 

Before       After    

暗きょでは電波の届く距離が限られる
小口径では  が困難

飛行時間がバッ リーに依存するため
延長がある水路は不向き

【中継器を使用】 【携帯電話網を活用】

 AI  像解析 判  

 更新対象外 

 更新対象 

Before       After    

市の職員や委託事業者が現地に出向き、マンホール蓋の調査を行い、更新の必要性の

判断をしているため、多くの時間とコストがかかっている。

  地調査  交換対象か判  

年間約1,000箇所の調査

 従来の調査方法 

 MMS車両 メ   

  像    収集 

（調査費はこれまでと同額）

 新技術を用いた調査方法 

年間約3,000箇所の調査
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No.１０ 埋設光ファイバーケーブル×衛星データを活用した空洞化調査  

【概要】 

・下水道管渠が起因となる道路陥没を未然に防ぐため、効率的な調査方法の確立が急務となっている。 

・従来の管渠内調査や地表面調査とは別に「地中に埋設されている既存の光ファイバーケーブル」や「衛星デ

ータ」を活用した新たな空洞化調査を検討。 

ポイント 
広域的に道路陥没の兆候を把握することが可能となり、 

道路陥没を未然に防ぐことへ寄与する！ 

 

 

 

No.１１ マンホールアンテナ（管路内水位の情報発信装置）の設置  

【概要】 

・浸水被害が生じ易い地区の自助活動を支援するため、マンホールアンテナを導入し下水道管路内の水位情報を

発信。 

・下水道管路内の水位情報をリアルタイムで把握することで、浸水被害の発生時に効率的な対応が可能になる。 

ポイント 市民の安全な自助活動に貢献でき、市の効率的な対応が可能になる！ 

 

 

                      

       
 道路  は                   
し から          民から  報  
  対           

       調査   ら       査 は 
地 から  ま  調査可           から 
  よ         は調査   

 ま    調査は 車両      調査     
  車   道路 は  ト    かか 

 新技術を用いた調査方法 
                  測

         し         
                 調査   

           は試 調査 し は
     査          状況   

Before       After    

②浸水被害対 ①自助 動

      報情報から
パト     地対 人員   

周辺 雨 状況 注視し  
自身 判断し 自助 動   

②浸水被害対 ①自助 動

水 情報 リア     監視  
    人員派遣   拡大

管路  水         
浸水 生前 自助 動 可 

マンホールアン ナ

サーバー

『危険水位に

達しました』

マンホールアン ナ

サーバー

限られた人 で
現地モニタリングや
対応の予測

リモートで
現地モニタリングし、
予測対応範囲拡大
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No.１２ 管理河川における水位情報の取得  

【概要】 

・管理河川において、水位計およびカメラを設置することで、大雨時の水位情報や現地状況を観察

することができる。 

・河川の水位情報をリアルタイムで把握することで、大雨時に効率的な対応が可能になる。 

ポイント 市民の安全な自助活動に貢献でき、市の効率的な対応が可能になる！ 

 

 

 

No.１３ 統合型 GIS × 管理施設台帳の電子化・関連部署との連携  

【概要】 

・管理施設台帳を電子化し、一元的に管理可能な統合型 GIS と連携させ、全庁的に情報共有を図

る。 

ポイント 
管理施設台帳を電子化し、一元管理することで農業基盤を効率的に維持管理でき

る。 

 

 

 

Before       After    

増水 は   
近づ   ！

大雨  び 職員  地 直 

パソ   携帯
から  ！

水位計による

水位  

カメラによる現地状況
増水時の準用河川生実川

                      

 道  
 地  

    
    
情報

 水路
  

    管理   し      資料 し   
     は し 情報           

   管理   調         

「      」
    は    情報      可  

 道  
 地  

    
    
情報

 水路
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No.１４ 道路施設情報の地図データ化（GIS 化）  

【概要】 

・道路施設の維持管理に関する全ての情報を GIS 上で管理することにより、一元的に情報を把握

する。これにより施設名又は場所等から、簡易に情報を取得することができるため、点検・修繕等

の業務効率化が図れる。 

ポイント 情報収集が楽になり、業務効率化が図れる！ 

 

 

 

No.１５ 下水道管路の管理における維持管理情報等を起点としたマネジメントサイクルの確立 

【概要】 

・下水道管路の維持管理情報として、紙資料や各種報告書等の点在する情報をデジタル化、連携、

一元管理して、有効的に活用することにより、下水道維持管理の効率化、高度化を図る。 

ポイント 下水道維持管理の効率化、高度化に繋がる！ 

 

 

 

Before       After    

  情報：Excel    紙  

        法    
       よっ は  
 かか 又は つから  

     
 橋梁 ト ネ   
    調査 書
 工 完成 書  

     
 橋梁 ト ネ   

    調査 書
 工 完成 書  

データ管理

施設情報

 点検 診断結果
 修繕 補修履歴

   他補足 項  

データ蓄積

 健全度判 
 劣  測

 優先度   

データ分析

 点検 修繕    
    直し   

       集  

データ活用

  ら 情報 
GIS し  情
報 蓄積し  
  

Before       After    

下水道  シ テ 

維持管理情報
 紙資料 

調査 点検 報告書
 DVD 紙 職員

職員

下水道  シ テ 

 維持管理情     
 調査 点検報告書     

維持管理情報シ テ 

● 種維持管理情報 紙資料 DVD   元管理 き     ● 種維持管理情報      し シ テ  よ  元管理 可  
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No.１６ 浄化センターの汚水処理工程におけるデジタル技術を活用した温室効果ガス排出量の削減 

【概要】 

・既存水処理設備の改築と併せてアンモニア計を用いた風量制御を導入する。 

・水質とエネルギーの二軸管理による効率的な運転制御を導入する。 

ポイント 
アンモニア計を活用した効率的な硝化運転制御技術を適用することで、二軸管理が

可能となり、送風量の最適化により温室効果ガス排出量削減！ 

 

 

 

No.１７ 被災建築物応急危険度判定支援システムの導入  

【概要】 

・現状、紙媒体による判定、情報集約がなされている。業務効率化及び住民サービスの向上を図るため、現場

より情報送信が可能で、リアルタイムに判定結果を整理・共有できる支援システムを導入する。 

ポイント 住民サービスが向上するほか、職員の業務負担軽減に繋がる！ 

 

 

Before       After    
 処理水質 消費エネ ギ  ト  ドオ 
 水質  /下降 ⇔ 消費エネ ギ 増大/減少 

 温室効果ガ 削減  達成    新       

 消費エネ ギ  増加       水質  
ｏｒ 処理水質 維持し まま省エネ 転    

        し  御 式 導入 よ  転管理 最適 

二軸管理   

                      

  紙 よ 判     調査 
は判  点    紙  出  

 判  点   判 結果 エ 
   入    集 し 判  
    地   書き    ト
  

 電 入力、 定  へのデータ

  により、現 で 業が  す
る

 判  点 は リアルタイ に 
定  が 理・共  れ、 計や 
書き       
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（3）デジタルサービスでの提供に係る取組施策 

No.１８ 千葉市総合評価落札方式運用支援システム  

【概要】 

・総合評価落札方式の技術提案等において、発注者、入札参加者の資料作成、申請及び市側の受

理、審査等をシステム化することで業務の効率化を図る。 

ポイント 
システム内で処理を行うことで、基礎点等の誤算出リスクが低減されるほか、申請

時の書類漏れチェックや審査結果の通知をシステムが実施してくれる！ 

 

 

 

No.１９ 排水設備工事等に係る申請手続きのオンライン化  

【概要】 

・排水設備の新設等の際に提出する必要性のある申請書をオンライン化し、申請者（指定工事店）の

負担軽減を図る。 

ポイント 申請者の来庁回数が大幅に削減され、負担軽減に繋がる！ 

 

 

 

 

 

Before 導入前 After 導入後 

企
 

 
 
 総合評価落札方式

運用支援システム

企
 

 
 
 

Before       After    

 メ   
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No.２０ 下水道の工事照会・臨時排水に係る手続きのオンライン化  

【概要】 

・他企業での工事に関する照会や近接施工協議、臨時排水などの申請をオンライン化での提出を可

能とすることで簡素化させ、提出率の向上を図る。 

ポイント 申請者が来庁不要となるほか、即日回答が可能になる！ 

 

 

 

No.２１ ３D 都市モデルの整備・活用  

【概要】 

・建築物、道路などの現実の都市を三次元形状で再現し、建物用途等の意味情報を付与した地理空

間データを作成する。 

・作成したデータを、政策検討や住民説明などに活用し、まちづくりの DX 推進を図る。 

ポイント 
デジタル空間上に千葉市を再現し、事前に様々な分野のシミュレーションが可能

に！ 

 

 
 

Before       After    

④回答
 職員 

③作成
 職員 

②確認
 職員 

①申請
 申請者 

窓口
   交

書類から回答書
 成

     窓口  受領

③回答
 職員 

②確認 作成
 職員 

①申請
 申請者 

申請 ォ  よ 回答入  送信HPよ 申請

                      

   メ  パ    

 ま づ  検   法

   
    パ     成 修     度  ト かか  

    は完成   像 し    理解    成     
   

 ま づ  検   法
        メ  

          し                 き  
            可     説   説        
       シ    シ   可視          き  
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No.２２ 開発許可等情報ＷＥＢ閲覧システムの導入  

【概要】 

・宅地課で管理している開発許可等の情報について、電子データ化を行い、インターネット上での閲

覧を可能とすることで、市民サービスの向上及び業務の効率化を図る。 

ポイント 開発許可等区域情報について、来課せずとも閲覧ができるようになる！ 

 

 

 

No.２３ 建築計画概要書 WEB 閲覧システムの導入  

【概要】 

・現状窓口でのみ閲覧可能な建築計画概要書について、インターネット上での閲覧を可能とするた

めのシステムを導入する。 

ポイント 
システムを導入することで利用者の利便性が向上するほか、職員の業務負担軽減に

繋がる！ 

 

 

 

                      

       可   つ  は    
窓口    地           
可   っ         し    
     法  表   つ  は  
                   
    よ 対 し      情報検
     状況    

         可   搭載   
            可  情
報      
  民   者    減 情報検
            載 メ   

   地 は       
                
     加し  載

Before       After    

  築  概 書は  築関連
  窓口       

   写し 交付 可 

 混雑 は待    生じ  

 WEB   築  概 書 検     可  

 窓口ま      
WEB   築  概 書 

   可  

          削減

 窓口        
  減
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No.２４ 手数料納付のキャッシュレス化  

【概要】 

・特殊車両通行許可申請手数料や公園使用料等の納付について、キャッシュレス端末を導入し、納

付者の利便性向上を図る。 

ポイント 手数料納付をスムーズ・スピーディーに簡単決済！ 
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■参考：既に導入している取組施策 

（１）建設産業のデジタル化に係る取組施策 

電子データによる工事検査 

【概要】 

・書類の二重作成(紙＋電子)防止における業務の効率化などに併せて電子検査を推進。 

・令和４年４月１日以降に発注する「土木工事」のすべての工事書類を電子納品(ペーパレス)とし電

子検査を実施。 

ポイント 業務の効率化のほか、ペーパレスによる書類整理・保管に係る手間の削減！ 
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（2）データの取得・活用に係る取組施策 

統合型 GIS×道路台帳等・地番図データの管理 

【概要】 

・庁内各部門が保有する地理空間情報を一元的に管理し、地図上で管理・分析・可視化するシステムである

「統合型ＧＩＳ」に路政課が所管している道路台帳に関するデータ等を登載し、全庁的に情報共有を図る。 

・地番図データを作成し、統合型 GIS に搭載することで、地番検索やアドレスマッチングが可能となり、各種

データの活用促進を図る。 

ポイント 
アドレスマッチングで GIS 内の住所地図と CSV ファイルの住所の文字列を解析し

て、地図上にて位置関係が分かるようになった！ 

 

 
 

統合型 GIS×下水道受益者負担金の賦課状況共有 

【概要】 

・専用 PC 内の受益者負担金の賦課状況データを統合型 GIS へ移行し、事務負担を軽減し生産性

の向上を図る。 

ポイント 
市職員の PC からアクセス可能になり、複数人での同時操作が可能になった！ 

専用 PC が不要となるため、コスト削減できた！ 

 

 

Before       After    

施設の所在地 を住所リスト CSVファイル で管理

名前 住所 電話番号

〇〇　□□ 千葉市中央区千葉港〇番〇号 043－〇〇〇－111

〇〇　△△ 千葉市中央区千葉港〇番□号 043－〇〇〇－112

〇〇　◎◎ 千葉市中央区千葉港〇番△号 043－〇〇〇－113

地   
ポ ティ  

Before       After    

地図データが古い同時操作不可データ移行作業

買 ア リ    地
     更新   
 

PC       
    人 同 操
  不可

更新 PCから   
PCへ 同    

地図データが随時更新同時操作可能データ移行作業

地    随 更新 
  

 職員 PCからア 
   き 自席   

人 同 操  可 

専 PC    不 
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統合型 GIS ×ハザードマップ 

【概要】 

・地震、津波、土砂災害等、別々に作成されていたマップを全て統合し、一元的に閲覧可能な WＥＢ

版ハザードマップとして公開 

ポイント 

【市民】PC やスマホからハザード情報を容易に取得することができるようになった！ 

【職員】情報の更新に係る作業及びコストを削減できるほか、速やかに市民への情報提供が

可能に！ 

 

 

 

統合型 GIS × 浸水実績図 

【概要】 

・庁内各部門が保有する地理空間情報を一元的に管理し、地図上で管理・分析・可視化するシステムである「統合型

GIS」に危機管理課が把握している災害時に発生した床上浸水等の浸水実績を登載し、全庁的に情報共有を図る。 

・統合型 GIS 経由で、「ちばしのマップ」に WEB 上で公開することにより、市民が確認できるようにし、利便性の向上

を図る。 

ポイント 
【市民】開庁時間以外も自身で浸水実績を地図上で確認することができるようになった！ 

【職員】庁内で被害が多い箇所を共有可能に！電話や窓口対応時間が減り、業務効率化！ 

 

 
 

Before       After    

ハザー ごとに紙のマップを 成 各マップを統 し、WEB版ハザー マップとして公開

Before       After    

床上浸水 の浸水実績をリスト Excelファイル で庁内管理 統 型GISに浸水実績を反映し、「ちばしのマップ」で市民向けに公開
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被害認定調査システム 

【概要】 

・現在、紙で実施している被災家屋の調査をデジタル化し、作業効率化を図る。 

・市民の生活再建に必要な各種申請で利用する罹災証明書を迅速に発行できるように当該システ

ムを導入。 

ポイント 
罹災証明書の交付時間を短縮し、標準化された調査による正確な調査結果の提供

が可能になった！ 

 

 

 

  

                      

   生時における     の   定  は紙   図面、
   な  で行 ている。紙  による  は、  の準 、  
  の反映な に くの時間を する。

   定  の  にお

ける「  計  成」「現

地での  状況  」「 

 状況の    入力」

「     定」な をデ

ジタル技術を活用して  

化する。
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（３）デジタルサービスでの提供に係る取組施策 

建設リサイクル法に基づく届出（通知）の電子申請 

【概要】 

・「ちば電子申請サービス」を利用して、建設リサイクル法第１０条（１１条）の届出（通知）の電子申請

での提出が可能。 

・電子申請サービス経由で「届出（通知）済シール」が送付されるため、来庁が不要。 

ポイント ２４時間申請が可能、来庁不要なので働き方改革、生産性向上に！ 

 

 

 

下水道事業受益者負担金制度に係る手続きのオンライン化 

【概要】 

・申告方法が郵送のみであった受益者申告書等において、オンラインでの申告を可能とし手順等の

簡素化及び提出率の向上を図る。 

ポイント 

【申告者】書類の印刷、切手代、ポスト投函等が省け、即時到達するため、提出期限に

余裕ができた！        

【職 員】必須項目の設定が可能なため、記入不備等を軽減！ 

 

 
 

Before       After    

申請書の  

届出 通知 済 ールの 行

電 申請

届出 通知 済 ールの 付

Before       After    

④審査
 職員 

③発送
 申告者 

②記入
 申告者 

①発送
 職員 

申告書 審査ポ ト投函
 切 貼付 

記入
   書類 印刷 

 よ  送

③審査
 職員 

②入力 送信
 申告者 

①発送
 職員 

申告書 審査入  送信
   書類  付 

 よ  送



 

-30- 

 

オンラインによる道路占用許可申請手続き 

【概要】 

・申請書、添付図面の作成や管理をオンラインにより処理する業務で、道路占用許可申請に係るほ

とんどの業務をシステム参加者オンライン端末で処理可能。（システム参加者に限ります） 

・同一箇所の繰り返し工事や長期間工事等を防止するため、システム参加者のオンライン端末から

マッピング上に道路工事計画を入力することで、検索、施工状況等の確認、計画工事の競合調整

や道路掘削規制の管理が可能。 

・道路地形データ及びシステム参加者の占用物件データを毎年更新し、一元的に管理しており、シス

テム参加者のオンライン端末からデータ検索や図面出力が可能。出力した図面は、設計業務や道

路掘削時の事故防止等に活用。 

ポイント 
時間と手間を節約！現場を支える一歩をデジタルで！手軽でスムーズなオンライン

申請！ 

 

 

 

オンラインによる特殊車両通行申請手続き 

【概要】 

・オンライン申請システムは、特殊車両通行許可をこれまでの書類の窓口申請に替えて、インターネ

ットを通じて申請する仕組みを提供し、申請の簡略化や、迅速化を図るシステム。 

ポイント いつでも、どこでも。特殊車両の申請をもっと簡単に！ 

 

 

                      

電 申請

  書の 付

 口申請に 所

  書の 付
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千葉市地図情報システムによる都市計画情報等の公開 

【概要】 

・地図情報システムにより都市計画情報等を公開することで、より多くの住民に効率的に情報を提

供することが可能となる。 

ポイント 住民と職員双方の負担を減らせるほか、情報を正確に調べることが可能に！ 

 

 

 

千葉市下水道台帳システムによる下水道施設平面図の公開 

【概要】 

・下水道台帳システムにより下水道施設平面図を公開することで、より多くの住民に効率的に情報

を提供することが可能となる。 

ポイント 住民と職員双方の負担を減らせるほか、情報を正確に調べることが可能に！ 

 

 

 

After    Before    

③都市計画情報を見る②場所を探す①システムを開く

地   調      
リ  し     情報 
表    

住    物から調   
  検   

ネ ト 『地 情報シ 
テ 』 検 し起動  
 PC 携帯  ら 可 

④都市計画情報を
伝える

③窓口縦覧図で
該当地を探す

②住宅地図で
場所を把握

①窓口/電話で
問合せ

窓口縦   記載 
  情報 伝  

②   し    
同じ   窓口縦 
    

住宅地 /   
マ       
   

調   住  
    

                   

        図を見る 場所を探す システムを開く

地   調      
リ  し 下水道    
  表    

住 から調     検 

  

ネ ト 『   下水道

  シ テ 』 検 し
起動      携帯  

ら 可 

      情報
を伝える

     で
該当地を探す

 住宅地図で
場所を把握

 窓口 電話で
問合せ

出 し 下水道  
    記載   
情報 伝  

    し    

同じ   職員  
 下水道  シ テ

    

住宅地     
マ       
   

調   住  
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地下道冠水情報の公開 

【概要】 

・地下道に設置している水位センサーが検知した冠水情報を、ＷＥＢ上で表示公開することで地下

道の通行状況をリアルタイムで確認することが可能となる。 

ポイント 

冠水情報をリアルタイムに把握することができ、道路利用者は、事前に危険箇所を

避け、迂回することが可能となり、地下道における車両水没の軽減に繋がってい

る！ 

 

 

 

                      

  水情報   は  地 情報表    

 道路  者は  地 情報表   よ  水情報 

           前  回     地    

  水情報は      職員  メ   信
    し  情報     
    信       職員       大き 

  水情報収集
  水情報    収集し      つ  適  
  管理                   

 道路  者 地下道  水情報 
リア       
          回     可 


